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表2 ェ ゴ グ ラム質 問 票
年 月 日 施行
氏名 年齢 性別 No.
以下の質問に,ほい (○) どちらともつかない




表3 京 大 医 短 部 の エ ゴ グ ラム粗 点 (NllO)






























表4 某 看 護 学 院 の ェ ゴ グ ラ ム 粗 点 (N 120)
1回 生 12回 生 13回 生 No. 1 1回 生
まりは,さきの FP の特性に加えて,"本能的 状態は,それの体験のない1･2回生に比較し
･自己中心的 ･攻撃的および好奇心や恐怖心を て,観念的レベルの Parentと本能的な Child
高める"ことになるといえよう｡ との間にはさまれて,一方では直観力と空想力
以上のように,実習体験をもつ3回生の自我 にすぐれ (FP-C),他方では母親的 Parentを
表5 京大医短部のェゴグラム平均 と標準偏 差


























? ? ? ?
よび父親的 Parentの一部エネルギーを吸収したと考えら
れてよい成績である｡とくに MP と FC は,実習体験のない1回生に
観察される自我状態のそれに回復している
京都大学医療技術短期大学部紀要 第1号 1981
表7 学 年 別 校 ご との ェ ゴ グ ラム平 均
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回の実習体験によって母親的 Parent を低 め





































































































































































4) これらの結果に対して, 筆者は Freud
的態度と Ferenczi的態度との観点から解析を
加え,分散方式の実習形態のなかに看護の対人
関係を発展させる基本的な段階のあることを指
摘 した｡
稿を終えるにあたり,本調査にご協力をくだ
さった川崎市立高等看護学院 (神奈川県)の各
位に対して,心からのお礼を申し述べます｡
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